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会社概要 / 事業概要
各市場の概要とシェア
 ビジネスモデルと新しい技術
市場における当社の優位性
中長期成長戦略「Mimaki V10」の進捗
株主還元

本資料でお伝えしたいこと
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設 立 1975年8月 資 本 金 4,357百万円

本 社 長野県東御市滋野乙2182-3

代 表 者 代表取締役社長 池田 和明
従 業 員 数 連結：2,044名 / 単体：829名 ※2023年3月末現在

上 場 市 場 東京証券取引所 プライム市場 / 証券コード 6638

発行済株式総数 32,040,000株 （単元株＝100株） ※2023年3月末現在

長野県東御市

会社概要

▼ グループ会社（総計29社）

産業用インクジェットプリンタ関連
（計21社）

販売関連 ：14社

欧州 ミマキEUROPE(オランダ) *、ミマキドイツ、ミマキEURASIA(トルコ)、
ミマキBompan(イタリア) (*製造事業も展開)

北米、中南米 ミマキUSA、ミマキブラジル

アジア・オセアニア 上海御牧、ミマキインドネシア、ミマキシンガポール、ミマキオーストラリア、ミマキインド、
台湾御牧*、ミマキタイランド (*製造事業も展開)、ミマキベトナム(2023年6月設立)

開発、製造関連：7社

国内 ㈱ミマキプレシジョン
欧州 ミマキEUROPE、ミマキLM(イタリア)、ミマキリトアニア
中国 浙江御牧、平湖御牧
台湾 台湾御牧

プリントサービス関連 （計2社） 国内 ㈱グラフィッククリエーション、㈱楽日

アルファーデザイングループ （計5社）

開発、製造関連：2社 国内 アルファーデザイン㈱*、㈱アルファーシステムズ* (*販売も行う）

販売関連 ：2社 中国 大連阿爾法設計有限公司、阿爾法自動化技術有限公司

金属加工関連 ：1社 国内 ㈱砺波製作所
ソフトウェア開発関連 （計1社） 国内 ㈱マイクロテック
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経営ビジョン

顧客に満足いただける製品を素早く提供する
小回りの利いた会社を目指します。2

1 独自技術を保有し、自社ブランド製品を世界に供給する
「開発型企業」を目指します。

3 市場に常に「新しさと違い」を提供するイノベーターを
目指します。

4 各人が持っている個性・能力を力一杯発揮できる
企業風土を目指します。
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４つの販売市場でグローバルに事業展開

連結売上高
706億円

*2023年3月期

国内
29.1％

北米
18.2％

欧州
27.1％

アジア・
オセアニア
17.3％

海外売上高 70.9%

その他
8.3％

グローバル展開４つの販売市場

SG市場向け
40.3%

IP市場向け
28.5%

TA市場向け
9.4%

FA事業
6.6%

その他
15.2%

連結売上高
706億円

*2023年3月期

事業概要
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SG市場（Sign Graphics/広告・看板）
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案内看板（ＭＷＣＳ）

アスファルト

◆街を彩るビジネスシーンでの活用事例

壁紙サイン

SG市場（Sign Graphics/広告・看板）

電飾看板

カーラッピング

ウィンドウサイン
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SG市場での当社シェア

2022年
世界市場
（中国機除く）

27.2
%

サイングラフィックス市場向け

大判インクジェットプリンタ
〜64インチ（〜160cm）

※調査会社データに基づく当社推定
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IP市場（Industrial Products/工業製品・小物類）
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 工業製品やノベルティ等での活用事例

ブレーキ

アクリルキーホルダー

スピードメーターメンブレンスイッチ

フロアガイドスマートフォンケース

紙器パッケージ

腕時計（バンド）

IP市場（Industrial Products/工業製品・小物類）

ホビー

クリスタルトロフィー
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IP市場での当社シェア

63.9
%

2022年
世界市場
（中国機除く）

インダストリアルプロダクツ市場向け

デスクトップUVフラットベッド
A3〜A2（420㎜ x 297㎜〜594㎜ ）

※調査会社データに基づく当社推定
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３Dプリンタ事業



15

TA市場（Textile & Apparel/布地・衣料品）
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 裁断・縫製加工前の生地や既製服、インテリアなどでの活用事例

TA市場（Textile & Apparel/布地・衣料品）
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TA市場での当社シェア

19.4
%

テキスタイル＆アパレル市場向け

昇華転写インクジェットプリンタ
44〜78インチ（120〜200cm）

2022年
世界市場
（中国機除く）

※調査会社データに基づく当社推定
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FA事業（ファクトリーオートメーション）
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家庭用
オフィス用 商業用

産業用紙以外への
印刷

紙への印刷

電飾
看板

工業
製品

ソフト
サイン

屋内外
看板

ノベルティ

インテリア

ウィンド
サイン

アクリル
キーホルダー

ファッション

ビジネスモデル（市場の概要）
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ビジネスモデル（産業印刷のデジタル化比率*1）

アナログ → デジタルによる
大きな ポテンシャル

（市場の成長可能性）

デジタル化の進展により
大幅な市場成長の可能性

産業印刷のデジタル化は途上
(デジタル印刷世界市場:3.8兆円*2)

*1 2019年 *2 2022年 いずれも調査会社データに基づく当社推計

各市場のデジタル化率＝5〜10％程度

※市場規模の面積は推計となり
正確性を表すものではありません

マーケットサイズと
デジタル化

100%

50%

0%
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プラットフォーム化による開発コストの低減
＆

タイムトゥマーケットの短縮

大手の参入しづらい
比較的小規模で成長性がある市場へ
すばやく製品投入が可能

＝

売上高の 7~8％ を開発投資へ
前提

ビジネスモデル（開発力）

100億円の市場を創出 50 / 30 / 20億円の市場を創出

8億円の開発費 2.4億円の開発費

大手競合他社 ミマキエンジニアリング

4億円の開発費

1.6億円の開発費
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ビジネスモデル（開発投資 / 人材投資）

開発型企業を目指す当社は
人員の 30％ 以上が開発人員

30％ 70％
開発人員 その他人員

3,972 3,985
3,253

3,947
4,956 

7.2 7.2 6.7 6.6 7.0 

19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

開発投資（百万円）
対売上高比率（％）

積極的な開発投資

270 266 275 276 312

33.4 32.4 34.8 35.2 37.6 

19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

開発部門人員数（人）
対従業員数比率（％）

30％の人材を開発部門へ（単体ベース）
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サスティナビリティ対応の一環として、資源循環型の
経営・技術に鋭意取り組んでまいります

これまでも独自のインクジェット技術で、社会・
環境ニーズに貢献するデジタル・オンデマンド
プリント事業の拡大を推進してまいりました。

今後も、デジタルトランスフォーメーション（バ
リューチェーンを含めた新たな付加価値につな
がるデジタル化）を的確に捕捉し、さらに深
化すると思われる無人化・省人化、高速化・
高品質化、無水捺染等の高度な付加価値
につながる社会・環境ニーズにいち早く対応で
きるよう取り組んでまいります。

MimakiのSDGs(サステナビリティ)
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市場における当社の優位性①

 プリントヘッド（ヘッド）を選択できる強みを活かし、マーケットインで新製品開発/市場投入を行える

独自インクと最適なヘッドで市場(顧客)ニーズに対応

あらゆるヘッドの
制御技術に特化

顧客のニーズに応じて
最適なヘッドを選択できる

ヘッドの外部調達

＋

当社の独自技術

最適なプリンタを
市場投入し、
顧客と共に成長する

制御技術によりヘッドと
インクをコントロールし
高画質 / 高生産性を実現

機能性インクに最適な
ヘッド(インク吐出装置)
を選択

市場(顧客)ニーズに
対応する様々な機能性
インクを独自開発

プリントヘッド（インク吐出装置）

① ② ③ ④
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市場における当社の優位性②

 3Dプリントはフルカラー（1,000万色表現）の新
時代へ。3Dソフトや周辺機器の充実と、AR/VRを
活用した仮想空間ビジネスが急成長市場に
→ 色付きの3Dデータの入手が容易に。

UV印刷の優位性を新市場へ展開

1. 基材を選ばない
2. 環境に優しい
3. 少量多品種

UV印刷の優位性

世界初＊のホワイトインクUVプリンタ
（UV印刷のパイオニア）

*UJF-605Cを発表した2004年3月時点、当社調べ

UV印刷関連特許多数保持

UV印刷を
3Dプリンタ事業へ展開

SG市場 / IP市場で培った
UV印刷の優位性
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 FA事業を保有する優位性を最大活用し、SG、IP、TA市場におけるプリント工程の自動化を実現する、
デジタルオンデマンド・プリントソリューションを提供する

デジタルオンデマンド・プリントソリューションの提供

市場における当社の優位性③
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中長期成長戦略「Mimaki V10」の進捗

225 239 219
201 247 

284 328 

169 170 150 

126 
162 

201 
208 60 56 

58
44 

55 

66 
87 

16 44
36 

44 

46 

61 

69 
71 82 

78 

85 

107 

94 

27 30 13 
-5 

25 42 44 

5.2% 5.4%

2.4%

-1.0%

4.3%
6.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

-100

0

100

200

300

400

500

600

700

800 SG IP
TA FA
その他 営業利益
売上高目標 営業利益率

（単位：億円）

524 554 555
487465

595

706

-4.0%
-18

780

5.6%

(営業利益率)

スタート

実績 実績 実績 計画 実績 目標 実績 目標 実績 目標 予想 目標 目標
FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

V10目標:FY2020-2025
売上高CAGR 10%目安

V10目標:FY2025 営業利益率 10%



30※ 2015年3月期の記念配当は東証一部上場に係るものです
※ 2015年4月1日を効力発生日として1株につき2株の割合をもって株式分割を実施しています（分割前の配当金は訴求修正して表示）

 2023年3月期(実績) 中間：7.5円、 期末：10.0円
当期の業績及び今後の事業見通し並びに安定的・継続的な株主還元方針等を総合的に勘案し、年17.5円に増配

 2024年3月期(予想) 中間：10.0円、 期末：10.0円
今後の事業見通し並びに安定的・継続的な株主還元方針等を総合的に勘案し、年20.0円に増配

株主還元の方針
当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政策と位置づけ、業績の成長に見合った成果の配分を安定的かつ
継続的に行っていくことを基本方針としています
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10.00 
10.00 
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12.50 
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7.50 7.50 

15.00 
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20.00 

0.00
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10.00

15.00

20.00

25.00

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

記念配当
期末
中間

記念配当
1.25 

単位：円

(予想)

(予想)

(予想)

/3月期

株主還元
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本資料は、株式会社ミマキエンジニアリング（以下、当社）を理解いただくため、当社が作成したもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。
本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた

障害や損害については、当社は一切責任を負いません。
本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性

が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異なる結果とな
ることがあることをご承知おきください。

〔本資料お取扱い上のご注意〕

ＩＲ部
TEL（本社） 0268(80)0058
TEL（東京） 03(3442)5035
E-mail  mimaki-ir@mimaki.com

本資料に関するお問合せ先
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